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対語の音韻階層

ーなぜ「こっちあっち」と言わないか＊一

早 田 輝 洋

0. 序 1 . 日本語 2 . 朝鮮語

3. 満洲詰 4. 音韻階贋0)類型論

0 . 「あっちこっち」 「ちぐはぐ」 「やぶれかぶれ」 「糊と鋏J「西

も東も」 「踏んだり蹴ったり」......等位接続した二つの成員からなるこの

ような語句をやや不適当な名称ではあるが，対語 1と呼ぶ事にする．対

諾の各成員の結合の固さぱ様々である． 「ちぐはぐ」を「＊はぐちぐ」 と

呂っては通じないかもしれないが， 「＊こっらあっち」は変でも分るであ

ろう． 「？東も西も分らない」と言う人も或いはいるかもしれないが，

「西も東も•••…」の方が落ち着きがいい．対語は yabure kabureのよう

にその前後の成員の頭音だけが遥うもの (y~k)も， tigu haguのように

前後成員の第 1モーラ tご！ナが違うもの (ti~ha), また nori(to) hasami 

Cl)ように全くと互ってよい程ー一長さまで一ー違うものもある．英語で

も同様に， here and there, scissors and paste, East and West, 

ladies and gentlemen 等々穐々の程度に順序の固定した対語が多数あ

る.・

このような対記成員の前後を決める要因に昔から関心が注がれた.Hu-

＊ この拙稿の埜礎は長友故 TedHuber氏の研究にある．彼の研究や資料がなかっ
たならば本稿は出来なかったであろう．

1 英語でも適当な言葉でない事を承知の上で漸次 binomialの語が用いられるよう
になって来ている．
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ber(l 974:66)の言うよう：こ，それには“意味的要因と音韻的要因の両者が

あると考えられ・・・・・・どの対語一つを取っても普通二つ以上の要因が影細し

ている."相反する順序を生む要因が/r:f]時に作用する場合は，実滉した順

序を生じた要因がその際勝った事になる，と Huberは言う．

意味的要因については， Behaghel(1909: 138, 1928: 368), Abraham(19 

50), Mal~iel(l 968;338以下）， Huber(1974)等で様々に考究されている．

例えば，時間の流れ， positiveと negative,社会的地位，単数複数，数

列，借用翻訳（原語の順序を踏襲した翻訳）等々稲々の要因が考えられて

いる．また音韻的要因については， Jespersen(1905: 233, 1912の2版），

Morawski(1927), Behaghel(1909:138, 142;1928:367以下）， Haas(1942),

Abraham(1950), Malkiel(1968), Bolinger(1962), Huber(1974, 
遺誓）

が種々の言語を対象にして考察を巡らしている．中でもスペイン語につい

てO) Morawski, 英語についての Huber(l974), Fl本語についてのHuber

（遺稿）が音韻に関して広範詳細に投っている．

Huber(特に遺稿）は，対飴の成員の前後関係を決める音韻的要因として，

各成員の長ざ（一般に「短～長」となる）の他に分節音の階層関係が作用し

ていると考えていた．彼は特に日本語の対語の基底にある分節音韻階層の

発見に努め，次のよう：こ書き遺している． “各言語はそれぞれの音韻的な

特徴を持っている．この音韻的な特徴は，その言語で1よどういうような表

現が一番よく使われるかを決める要素の一つになると思う．色々な言語を

見て，その言語での音領の影暫を分析してほかの言語のことと比較すると，

おもしろいし，意味がある結果が出ると思う．”

本稿では HuberO)線に沿って種々の言語の対語に作用している分節音

2 窄者は TedHuberから，その生前，未定稿の一部を読ませて翼っにり日本語そ

の他の対飴について論じ合っだりした者の一人である今回拙稿を草するに当りそ

の遺稿（日本言吾で書かれていろ）の借覧を快くお許しくださった南不二男東京外国

語大学教授に心から感謝の意を表したい
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対語の音韻階層（早田）

階層を比較してみたいという興味から，手始めに現代日本語，現代朝鮮語，

清朝時代の満洲語について予備的瞥見を試みたものである．筆者は現在，

朝鮮語・満洲語ともに Huberが日本語について蒐集した程の多量の資料

を集めていないし，その注目する所も彼のものほど広くはなく，対語の持

つ或一つの音韻的局面に限られている．各言語についての本格的な調査は

それぞれの専門家による今後の研究に侯ちたいと思う．

1. 日本語の対語の本格的な研究については，筆者の知る限り T.E. 
Huberが先駆をなし，まだそれに続くものを知らない．しかし彼は多大の

蒐集資料と日本語で書かれた未定稿を遺したまま他界した．ここに筆者は

私意を以て彼の材料に加除訂正を施し，筆者の解釈で日本語対語の一面を
提示しようと思う．とはいえ本章の根幹は Huberの着想とその蒐集した

材料に依拠したものであり，筆者はその一部を整理したに過ぎない事を断

っておかねばならない．

Huberは日本語の対語を多方面から攻究しており，意味的要因を考慮

しつつ和語の前後部頭音，モーラ数，含まれている母音，アクセント，方

言アクセントの対応等々の他，漠語についてもほぼ同様の調査をし，かつ
その場合には韻尾にも注意を集中し，中古漠語音，上古漠語音に亙つて調

べている．筆者がここで扱う範囲はそのこく一部であって，和語（漠語と

和語とで出来ている対語を含む）の前後部頭音の階層の考察に限られる．

Huberは， 各種辞書や友人仲間から実に多くの対語を薦集しており，

筆者もそれに加えてなお多くの例を求めたが，その結果は余りに各時代，
各方言の混入したものとなり，共時的観点からは全く受容れ難いものにな

ってしまった．そこで現代東京語の対語として筆者に認められないもの

ゃ，共時的に対語としえないものは全部削除する事にした．従って「てん
やわんや」 「わやくや」 「じゃらくら」 「かけひき」 「きりもり」のよう

な語は本稿の対語のリストから外してある. Huber も勿論その方向の努

力を続け筆者を含め何人かの nativespeakerに確かめることをしてはい
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たが，全面的な確恕は完成していなかった模様である．或語旬を対語と認

定するかどうかは容易な問題ではないし，また‘‘類似していろ言葉は一つ

として数え••••••たとえば「ヌラクラ」や「ヌラリクラリ」は「前部 n~後

部k」の一例だけとして計算する,,(遺稿）のであるが，その際どの範囲の語

句を纏めて一例とするか等，なかなか一貫しえないものである．以下の筆

者の材料の取り方にはなお，不適当なもりが混入していたり，必要な例が

洞れている場合もある事であろう．一つの祖-:olまいスケッチとして見て頂

きたし‘•

対語成員の前後を決める第一の要因は長さである．日本語の一ーそして

おそらく世界中の多くの言話の—―一対語は，同じ長さでない場合は，他の

矛盾する要因がより強く働かない限り，「短い成分～長い成分」の順序にな

るのが一般と考えられろ．そこで前後同じ長さの成分からなる対話をまず

見る必要がある．

Huberは郎後同モーラ数の日本語の対語について次の頭子音階層を提

示している．

f2> 3-t-d-n-y-s-z-p-h-b-m-w-k-g 

この階國順位とは次のようなものである．例えば，同じ siro(臼）という成

分でも，上の順位で Sより左にある% (母音）で始まる aka(赤）と組みに

なれば aka~siroのように後に立つが， S より右にある Kで始まるkuro

（黒）と組みになると siro~kuro のように前に立つのが普通である．
コクビヤク

「クロシロを明らかにする」と言う事もあるが， これは漠語「黒白を明ら

かにする」の借用翻訳であろう.i躯語についてぱ閻題が別である．

Huberは振音擬態語についても独立語の熟語についても分節音階Iiは

この固じ順序になるとしており，その順序は「母音一歯（茎）音ー唇音一軟

口蓋音」となっている．

3 Huberは＇で表わしている．子音がない（母音で始まるもの）という意味で，本

稿では厄で表わした．
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対語の音韻階層（早田）

以下に筆者の選択による対語のリストを示す．最初に（共時的な）擬音擬

態語や無意味形態素を含む対語，次に独立語が成分となって出来ている対

語をあげる．この二類に分けたのは，擬音擬態語や無意味成分を含む対語

の方が，その他のものに比して音的要因の作用が強いと考えられるからで

ある．しかしすべての選択や分類はかなり大ざっぱなものであり，厳密に

一貫しているとは言えない．なおここでは音韻階層を見るのが目的である

から，前後部頭音が同音の対語は入れていない．互に異なる母音で始まる

ものでも炒～炒という意味でこのリストには入れなかった．なお意味的要

因の介在している対語もすべて入っているが，文法的要因（肯定～否定4'

疑問詞～指示詞，等：「スキフスキ」 「ソレカアラヌカ」，「ナニモカモ」

「ドコソコ」等）によるもの，数列順（小さい数～大きい数）のものは，今

例外が認められないので省いてある．

擬音擬態語的対語，無意味形態素を含む対語

abe kobe, akuta mokuta, an pon-tan, ata huta, aya huya, betya kutya, 

bukabuka dondon, deko boko, dogi magi-suru, dokan bokon, don 

tyan-sawagi, dosa kusa, dota(n) bata(n), gata pisya <gata pisi>, 

giku syaku <gikku (ri) syakku (ri) >, git tan bat tan <gikkon bat-

tan>, hedo modo, iya haya, iza koza, maze koze, metya kutya, 

musya kusya, nora(ri) kura(ri), nura(ri) kura(ri), osiai hesiai, ottu 

kattu, petya kutya, pin syan, sidoro modoro, sinneri mutturi, suta 

kora, sutta monda, teki paki, tigu hagu, tin pun-kan, tinpun kanpun, 

tintin dondon, tintin kamokamo, tira(ri), hora(ri), titto-ya sotto, 

tiya hoya, tube kobe, tun ken, tyan pon, tyantyan barabara, tyaran 

4 一般に「短～長」になるから問題にならない． しかし， Huberのあげている「イ
ヤ（デモ）オウ（デモ）」は前後部とも母音 (i'""-'O)で始まっているのでここでは省いた
ヵゞ ，否定の意味の語が前に来ている． 「イヤ～オウ」の順序は，狭い母音が広い母
音に先行するというかなり普遍的な音的要因によるものと考えられる．
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poran, tyoko maka, un(tomo) sun(tomo), urami turami, uro tyoro, 

yabure kabure, yaki moki, yassa mossa, yattoko sattoko, zita bata, 

zunguri mukkuri 

独立梧からなる対語

a-ko-<a(t)ti ko(t)ti, are kore等>,abu hati-torazu, age sage<agari 

sagari等>,aka siro, ake(temo) kure(temo), ake suke, ake tate, 

ama kara, ame kaze, ame tuti, ame tuyu, arai zarai, asa ban, asa 

(na) yuu(na), ase mizu, asi kosi, atari hazure, atari sawari, ato 

saki, atusa samusa-mo・・・， beni kane, bon kure, haru aki, hayari 

sutari, hisya kaku, hundari kettari, huttari yandari, ienoko rootoo, 

ikiruka sinuka, inu neko, irekawari tatikawari, iro koi, iro tuya, 

itareri tukuseri, itasi kayusi, kami simo, kati make, koppa mizin, 

kuro siro-o-akiraka-ni-suru, kuso miso-ni-yuu, kyoo asu, masari otori, 

matu take, meri hari, mesu osu, metta yatara-ni, miityan haatyan, 

mino kasa, miso kuso-ni-yuu, miso-mo kuso-mo-issyo-ni-suru, mizaru
 

kikazaru, monomi yusan, nabe kama, nakazu tobazu, nakuko-to zi-

too-ni-wa・・・， nami kaze, nari huri, nasake yoosya, natu huyu, nehori 

hahori, nemo hamo-nai, nobori kudari, nomi kui <nomazu kuwa-

zu>, nori ori, noruka soruka, nuki sasi <nukiasi sasiasi>, nyoobo 

(o)-to tatami-wa…, o ha-utikarasu, oki husi, okkake hikkake, okuri 

mukae, onba higasa, onbu(-sureba) dakko, onna kodomo, osi hiki 

<ositari hiitari, ositemo hiitemo>, osokare hayakare, o-tyoo me-

tyoo, sasi hiki, sasute hikute, siro kuro, so-ko-<:soreya koreya等＞，

sugata katati, suki kuwa, surukoto nasukoto, taka hiku, tate yoko, 

tema hima, teri huri, titi haha, tiritiri barabara, to-ka-<to-ni ka-

ku等>,tokiyo zisetu, tokkae hikkae, tonari kinzyo, tondari hane-

tari, tugi hagi, tuki yuki(-hana), turu kame, umi yama <umisen 

yamasen等>,une(ri) kune(ri), uri kai <urikotoba-ni kaikotoba>, 
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対語の音韻階層（早田）

uti soto, uturi kawari, ware hito-tomoni, yama kawa, yama saka, 

yari kuri, yari tori, yasetemo karetemo, yoru hiru <yo-mo hi-mo>, 

yomi kaki, yoroi kabuto, yosi asi, yuki take桁丈， zenikane 
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（表 1)

それとが矛盾していない事を示している． しかし， ＊印に約11% , その他

の対語に約18%の例外があるのは注目される．今音順位に矛盾するこれら

の例につき， どんな要因が音韻的要因を上回って作用しているかを検討し

てみよう．擬音擬態語に類する語では次の 6例が例外である．

「ドンチャン騒ぎ」：対応する清濁両音(d~t)の間には， k,gは問題だ

が，一般に階層関係はないと見てよかろう．

「ぴんしゃん」：腰がヒ゜ンとして始めて全体がシャンとするのか．前部

第 1音節母音がより狭く (i)'

要因は，

後部第 1音節母音がより広い (a)という

日本語に限らず普遍的なようである．

「ブカプカドンドン」：ブラスバンドの擬音であるが，

鍮製の楽器の音が主で，太鼓の音は従という意味的要因が初頭音階層の

その名の通り真

要因を凌駕している例である。同時に，

という母音の「狭～広」の要因にも従っている．

「ぴんしゃん」 と同じく u~o
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対語の音韻階層（早田）

「苔くしゃく」5 : 同じ<i.......,aという母音の「狭～広」の要因か． 「ぴ

んしゃん」 「どんちゃん騒ぎ」なども同じであるが， Huberも言ってい

るように， sy,tyのような拗音は直音と組みになった時に後に来る，と

いう要因もあるようである．長さの要因の中に分節音の数や複雑さもあ

る事は前々から言われている．もしそうであれば，直音より拗音の方が

「長い」ことになり，他の要因に負けない限り，拗音を含む成員が後に

なりやすいわけである．

「がたぴし」：注5参照．

「ギッタンバッタン」 「ギッコンバッタン」：初め何かきしむ音の出る

動きがあって，次にその反動作用（バッタン）のある動作の擬音．つまり

時間的要因．母音の「狭～広」 (i.......,a)にも適っている．さきの注5も参

照．

擬音擬態語に類する語以外では例外がかなりある．

「善し悪し」：典型的な意味的要因の強い例．プラス要素が先に来る．

尤も母音の「狭～広」 (o,.....,a)には適っている．

「乗り降り」：時間的要因．同一人の動作でない時には，‘‘先に"降り

て貰う必要があるので駅などでは「降り乗り」と言う．その場合でも時

間的要因である．

「なさけ容赦」：成員の一方が漠語からなる対語では，「和語～漠語」に

なる例が現代語では目につく．他に「ものみ遊山」「こっぱ微塵」「こな

微塵」 「ときよ時節」「いえのこ郎党」「いわく因縁」「うじ素姓」「と

なり近所」 「なみ大抵」等々．

「つきゆぎ（はな）」：漢語では「雪月花」である．時間的要因．

「たてよこ」：漠語「縦横」の借用翻訳か． 「よこたて」とも言い，

5 kとgは清濁の違いだけとせず， gだけを階層上相当に左より，例えばW の右あ

たり，にもって行けば， gで始まるものすべて（「苔くしゃく」 「がたびし」 「ぎ
ったんばったん」）が例外でなくなろ
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その方が伝統的のようである.Huberのように， tより yを後にもって

来れば例外でなくなる．英語では lengthwiseand crosswise (たてよ

こ），朝鮮語は karose:ro (よこたて）．

「することなすこと」：母音の「狭～広」 (u~a)か．少なくとも共時的

には， 「する」が本来で「なす」は添え物のようである．

「はるあき」：時間的要因．漢語「春秋」．

「降ったり止んだり」：時間的要因．

「はやりすたり」：時聞的要因．

「優り劣り」：プラス要因が先に来る．漠語「優劣」．

「めすおす」：母音の「狭～広」 (e~o)か．漠語の「雌雄」 「陰陽」

ぱ母音の「狭～広」と末尾子音の要因が大きく作用しているようであ

る．

「ものみ遊山」：「和語～漠諾」の要因．上の「なさけ容赦」参照．

「まったけ（うめ）」：漢語「松竹梅」の借用翻訳か．

「めりはり」：現代語としては母音の「狭～広」 (e~a)であろう．

「ミーちゃん八ーちゃん」 「ミーハ一族」：母音の「狭～広」 (i~a)

か・

「吾ょうあす」：時間の要因．

「くろしろ（をつける）」：漠諾「黒白（をつける）」の借用翻訳．

普通は「しろくろ」．

「かみしも」：上から下というのは普遍的な要因のようであろ．

「かちまけ」：プラス要因が先．漠諾「勝負」．

「こっぱみじん」： 「こなみじん」も． 「和語～漢語」．上の「なさけ容

赦」参照．

上に見た通り，音階層順位に従わない例には，やや苦しいこじつけめい

たものはあるにせよ，他の要因がない訳ではなく，それが音順位の要因以

上に強く働いている，という事になる．たといそれを認めず上のすべてを
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対語の音韻階層（早田）

例外としても， 8割強は仮定した音順位に矛盾しないのである．

日本語対語の前後成分の順位決定要因は，仮に次のように纏めて言う事

が出来よう．

a) 種々の意味的要因が作用する．

b) 他の要因がより強く働かない限り，前部には短い成員，後部には長い

成員が来る.6 

c) 前後の成員が同じ長さの場合は，他の要因がより強く働かない限り，

次にポす階層スケール中で，相手成分の初頭音より自己の初頭音が左に

位懺する成員が前部成員となる：

p 
戸／一 Y n t s , K 

w r d z h -m -
b 

g 

上の順位は， もう少し網の目を粗くして言えば「母音・半母音一歯（茎）子

音ー唇子音7 ー軟口蓋子音」の順になっている．

時代，方言が違えば音韻階層も非常に違う事があるので，大阪方膚の多

くの例や，江戸時代の文献によく見える例で削ったものは多い．しかし，

母音が前部で子音が後部という順位は時代・言語を超越してかなり普遍的

のようである．万葉時代の日本語でも， 「父」 「1吐」を言う時，母の語が

「オモ」であると「オモチチ」（方眉形の「アモシシ」も），母の語が「ハ

ハ」であると「チチハハ」になっている．後者の表現は中国的と見られな

くもないが，少なくとも当時の音韻階I晋にも従っていることであろう．（現

代語でも tは p,hに先行している．）勿論「ハハ」に比べて「オモ」の方が

6 rホネ ミ（ニ コタエル）」「ハダ ミ（ハナサズ）」など「長～知」であり

ながら音順位に従っている例もある

7 hが唇子音の位置こ来てしまうが， hは共時的にバ行子音 (h)に対する清音で

あり，一般に p,,..__, h ,,..__, hと交替する形態索が多々あること（例， 1本[pon], 2本

[hon], 3本 [bon])から見ても不当ではない． 勿論hは歴史的に唇持に由来ずる

ものと，そうでないものとがある． （注13参照）
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一層幼児語的だったであろうという事も意味的要因になる.8 乳幼児にと

っては父よりも母の方が重要であろうから．

再び現代語に戻るならば，桃太郎の家来が「イヌ・サル・キジ」の順序

であるのは，犬が人家の近くで餌を漁るという要因もさる事ながら，音順

位によく適っている (i,..._,s,,...__,k). 同じ猿でも蟹と合えば「猿蟹合戦」の順

でなければいけない (s,,...__,k). 「イノ・シカ・チョー」の初めの二語も音的

によろしい (i,......,s).近世の文芸作品の名称通称にしても男女の組は女性先

行の型になっていると共に音韻階層に矛盾しないものが断然多い一ー「小

春治兵衛」のような例外はあるが，これとても文字の上では「短～長」に

なっている. 2モーラ女性名の頭には「オ」をつけて母音始まりで呼ぶの

が一般であるから，なおさら［女～男］の順になりやすい（「お染久松」

など多数）．そうでなくても「小菊半兵衛」など [k,,...__,h]で矛盾するようで

ありながら［短～長］となっており，同じ長さなら「三勝半七」 (s,,...__,h)の

ように音順位に当てはまる．［女～男］の順にすると「此糸蘭蝶」 (k-"r),

「白糸主水」（長～短），「小紫権八」 （長～短）のようになって音的に矛盾

するものは通称では男女両名を併称せず，男の名だけをあげたり（「蘭蝶」

「権八」9)'女の名だけをあげたり（「白糸」）する例もある．「安珍清姫」

などは男名が先だが前後同モーラ数で音順は［母音,--...,kJと典型的である．

男同士でも「弥次喜多」など[y,......,k]でやはり称えやすい音形である．英語

()) currey and riceは，「ライスカレー」 (r,,...__,k)と酋った方が「カレーラ

8 奈良時代文献に見える「オモ」と「ハハ」，平安時代文献に見える「ママ」（乳母）

と「ハハ」（母）の対立，および現代も使われる「ママ」（食物）については，人類言

語の普遍的特徴の相から見た Jakobson (1962h:543)の記述が興味を惹<• "加加

points to the parent present, while mama (ama, d叩等も含まオ lる一一筆者】

signals a request for the fulfillment of some need or for the absent fulfiller 

of childish needs .. ," 

9 「小紫権八」とすると [k~✓ g] になるが， [ k]が前：こなるのも問題ないかも

しれない． （注5参照）
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対語の音韻階屑（早田）

イス」 (k,..._.r)より，少なくとも筆者には日本語的に薯くのも（和語は [r]
で始まらないのにも拘らず），また「ラジオ・テレビ」 (r,..._.t), 「セ・パ両

リーグ」 (s,..._.p)にしても音韻階層が作用していないとは言えない． 「ラジ

オ」や「セントラルリーグ」が「テレビ」や「パシフィックリーグ」より

噴要だとか，人気があるとか言う事は難しかろう． 「早慶戦」 (s,..._.k)はど

ちらを応援する人もこの順序で言う． 「巨人阪神」は長さの問題である．

このように見てくると，和語を中心に仮定した音隕階層も，日本語内部

で組合せられた対語では，時代，方言，和語，漢語，外来語の別を越えて

かなり一般的に有効なのかもしれない．

日本語はひとまずこの程度にして，また最後の章で振返る事（こする．

2. 朝鮮語は，ニュアンスの豊かな擬音擬態語的対語に富んでいる事で

有名である．前後部全く同じ反復の対語が多いがそれは今扱わない．

まず前後同音節数で頭音のみの異なる対語のリストを初めに挙げ，次に

剖後同音節数ではあるが初頭音以外にも相違のある対語を列挙する．現在

の筆者の蒐集能力では前後部の音の似ていない対語の選択はかなり任意的

であり，余り信頼性の高いものとは言えないであろう．漢語や，文法要因

の介人しているものは原則として入れていない．非常に簡略化した音声記

号により，前後部の間を区切って発音した音形をポした．音節末閉鎖音は

内破音である．＜ ＞内の詔はその前の語に類するもので叶算に人れなし、．

初頭音のみの異なる対詔

obi! kobil <ubul kubul〉,oksin kaksin, :)nthi] nDnthi], odou podou, agin 
pagin< :)gin p:)gin, :)git p:)git〉, :)gim p:)gim, ogil pogil <ugil pugil〉,au-
gil paugilくJugilPJugil〉, :)IJ:) PJIJJ, :)1Jd3:)IJ P:)1Jd3:)IJ, ad3ao pad: ぅaり〈J"
d3:)IJ pJd3:)IJ〉,:)t1d3uk p:)nd3uk, urak purak, olt'ok polt'ok <ult'uk pul-
t'uk〉,ols'ok pols'ok〈uls'ukpuls'uk〉,ollok pollok〈ullukpulluk, olt1ioり
μolthoJJ, ulthu!J pu]thしHJ,olt"ok poJthok, ult11uk pult"uk〉,olgou polgoJJ 
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(olgau polga!J, ulgJJJ pulgJIJ, olgin polgin, ulgun pulgun, ulg::,n pul-

g::,n〉,olgin polgin(ulgin polgin〉,olgit polgit(ulgit pulgit〉,alt'il salt'il, 

al]gim saJJgimくJJJgimSJIJgim〉, ::,lgi sJlgiく::,lk吋 SJlkhi〉, ollau t¥hollal] 

<ulbo Wulbu〉,EdO!J t£don, Ego t£go(egu tegu〉,uksigil ti:ksigil (uksil 

tiksil〉,::,d3u1Ji t'::>d3uoi, ::,mbJlJ tJmbJIJ, ::,r::,n t::,r::,n, JUrJIJ匂urJIJ,algin 

talgin(::,lgin t::,lgin〉, ::,lgim blgirn-eく::,lk'imtJlk'im〉, JlffiJIJ tJIIDJIJ, 

al-tal-(allak'uo tallak'uo, ::,lbk'un t::,lbk'un, allan tallao, ::,lb!Jいlbn,

allok tallok, Jlluk tJlluk, allak tallak, ::,lbk t::,lbk, alloo tallon, ::,llun 

tJl!UIJ, allorok tallorok, ::,lluruk t::,lluruk, alloro!J talloro!J, ::,lluruo bl-

luruo, aroo taron, Jru!J tJru!J, JrJIJ tJDIJ, aroron taroron, ::,rurJJJ bru-

fJIJ〉,als'on tals'onく::,ls'unt::,ls'un, Jls'ok tals'ok, ::,ls'uk tJls'uk〉,osun 

tosun, othoJ totho)(uthu) tuthu¥〉,::,kp'ak t¥Jkp'ak, JIJgi t¥JJJgi<oogi t¥on-

gi, uogi t¥uogi, ooge t¥ouge, u!Jge t¥uuge〉,olmak t¥olmak(ulm::,k t¥ul-

mJk, olmok t¥olmok, ulmuk t¥ulmuk〉,olman t¥olmanくulmJJJt¥ulmJlJ, 

olmon t¥olmon , ulmuo t¥ulmuu〉,oron t¥orou (oroui t¥oroni〉,Jp'ak t¥a-

p'akく::,p'akt¥Jp'ak〉,agi t¥agi, ogirak tl'ogirak (ugirJlJ t『ugirJJJ,ogil 

t¥'ogil, ugil t¥'ugil〉,ougit t¥'ougit<uogit t¥'uugit〉,omok t¥omok(umuk 

t¥umuk〉,umul t¥'umul(umult¥'::,k t¥'umult¥'Jk〉,::,ls'a t¥::,ls'a〈Jls'igu(na)

tぷ）ls'igu(na)〉， hid3ipud3i /hiji b-iji/, hisil pusil /hisいbisir/,kも：bal s£:-

bal, kJmbul t::,mbul, muldJmbJIJ suld::,mbJJJ, saogil pangil〈sangit

pangit, SJ)Jgil PJJJgil, sqJgil pangil, siug-il PJJJgil等多数）， walga(da)k

talga(da)k〈w::,lg::,(dJ)!Jblg::>(dJ)!J, wakt'agil takt'agil, WE¥igiran tE.1)・

girao'WE!Jgau tEogao'WEgak tEgak等多数〉

前後成員か 2分帥音以上遥うものを気付いた範囲I村で挙げる。

a:m su, an phak, ap twi (-gal, -tl'il), and3::,l pud3Jl, andal pokt'al, allao 

t'out'aoくJlbot'uot'an, ::,Ibo t'unt'JIJ〉,::>ti吋1pit¥灯I,::,t'ik pit'ikく::,t'ik

p'it'ik〉,::>gim t¥igim, J:d3i t¥ad3i, ::,pWirak twit¥hirak, JIJman t¥'int¥hao, 

::,ri mari, ::>]tho tautho (ani ha-), ::,sit pisit, ilk'i s'igi, ::,sik pisik (::,s'ik pi-

s'ik〉, hadou t¥idoo<h::,dun t¥iduo, h::,dっkt¥idぶ〉， hamburot::,mburo, 
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対語の音韻階層（早田）

hJug:)p t)ig:,p, hJ廿uruma廿uru,hesilpasil, hiusuu s£usuu, hind3:>n man-
d3:)n, hiri mari, i-t岱(ig汎 t訊3即 t,iD t):>D, y:)gi t~:)gi 等多数〉， imoo
kamou, iltfuk yaltf uk, kaman sap'un, kalphau t)ilphao<karisan t~iri
san〉,karo(t)ina) se:ro(t)ina), kasi p:,si, kena yena, ki-t):)-< kiman t!::>-
man, kiDtJS:>t) t虹:)Dt)S:)t)等々 〉， kombiimbi, komt『aktals'ak, kondire 
mandire, kuut'uu maut'uu, kwiduu t£:duu, khou(廿widit)phat(廿widit),
khout~hil phalt~ 吋I<khoukhe phalkhe〉,k houph al t~hilphal, m£:uk'ou t~i: u-
k'ou, mid3ual kod3ual, mi:lt~hirak ta:lt~ 吋rak,mit'uri khot'uri, mit'u-
ri so:kt'uri, non(thil) pat(thil), nun kho, o-ka-〈odagakadaga, wat'a 
kat'a等々〉， ousoumausou, orirak nuirak, pam nat, purya sarya, sa:n-
san t)ogak, s£gin palt'ak< sigin p:,lt'Jk〉,S:)t乃1kuthJI, s£uge mauge, 
SE:S£thimthim, sidir:,k pudir:,k (sidik pudik, sidil pudil〉, sisi pudが，
s'ikt'uk k'Jkt'uk, sisi t'£t'£-ro; son pal, soya p£yau<s砂yauP£Yao〉,tatfa 
kotf a-ro, til-na-(tina nana, tillak nallak 等々 〉， twid3ukpaktfuk, 
t)ana k'E:na, t)ugo patk'o(t~ugJmi patk':,mi〉,ug:,k t~ig:,k, w£t'il pit'il 
(w£t吋Ipit吋l〉

朝鮮語は母音壬音を僅かに変えるだけでニュアンスの変る例が沢山あ

る．従って数を問題にする時は「異り語数」で数えると僅かな変異の組合

せで特定の音が非常に多く数えられる．それ故「延べ語数」で数えるべき

なのであるが，今大量調査をする事は出来ないので，似かよった語は一つ

に纏めて異り語数で数えることにした．例えば， agin pagin, :)gin p3gin, 
Jgit p::,gitは芦------Pの例 3と数えず，一網めにして 1と数える．実際にこ

れは難しい事で，どれを縄めどれを纏めないかはかなり任意的であり，

native speakerに質してみても， 当然の事ながら，程度の差で任意的で

あった．

上の資料を日本語の場合と同様に図表にしてみよう．リスト中の全対語
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数を品人し，前後部初頭音りみの異なる例が臼まれていればそり数字の前

：こ，数に閲係なく（数が多過ぎるので），＊印を一つ付す. i農音 p',t', s', 

k'は対語では一種の強めとして機能する事か多く， また出現する事も少

ないじ）で， それぞれ p,t, s, k の中に含めた． また上のリスト中にそ 0)

ようになっているが， ngitfogi, wat'a kat'aなどの語頭の y,w のよう

て共時内にそれぞれ i,0 に由来するも O)(;l: i, oに含め， Y,w としては

数えない,10 
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2 

128 

（表 2)

資料が少ないので余りはっきりした結果は出ないか次のような音韻緒層

を仮定すると表2が得られる．

10 この点は余り厳密でない. kena yena'そこもここも 'Ii)後部初頭音 yii, 一貫

性を拉だせるならは iに数克るべきであるが， ここでは yに数えた．ただ朝鮮記で

も滑脱音）・は， W や母音と共に一つの類として考えているので実害はない．
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対語の音韻階層（早田）
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右上半分に128例中116例， 9割も集まっているという事は日本語の 8割

強に比してよい成績であるが，資料の数と信頼性の点で劣っていると言わ

ざるを得ない．

次の12例が仮定した音順位に従わない．

kombi imbi'続けざまに重なって'.

kena yena'そこもここも'.

kond¼re mandite'ぐでんぐでん'.母音の「狭～広」 (o,.,__,a)か．

kul)t'UIJ maIJt'UIJ'僻境にしてつまらない'.母音は「狭～広」 (u,.,__,a)

になっている．

s'ikt'uk k'::ikt'uk'べちゃくちゃ（喋る）＇．母音の「狭～広」 (i""::>)

ヵ). 

s::it11::il kuth:Jl'苔こちなく'.

seoge ma!Jge'合点がいかない'. 母音は「狭～）ム」 (r""a)になってい

る．

tJana k'r: na'寝ても覚めても'.日本語と同じ語順である．時間的要因．

tat3'a kot3'a-ro'しヽ ぎなり'.

til-na-'入（ったり）出（たり）＇．日本語の逆である．母音の「狭～広 J
(i,...___,a)か．

pam nat夜昼'. 漢語の逆で日本語と同じ．音節末音の階層を調査す

る必要がある _11

11 "上代中国語には口:̂ 種類の尾韻があった．・・・ 「Aや B」式の熟語では入声の語は
後部になりがちであり，陽声の語は前部になりがちであるが，陰声の語は，一緒に
結合している語の種類によって前部になるか後部になるかが決まる．•••英語の語末
音のことだけを見ると，母音に近い方の音で終る語が後部になりがちで，無声の閉
鎖音に近い方の音で終る諾が前部になりがちである．••…•この語末音の順序は上代
中国語の語末音の順序とちょうど逆になっている"(Huber遺稿）．
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purya sarya'あわてて'. 母音の「狭～広」 (u~a)か．

罰鮮語の音韻階屑は「母音・滑脱音一軟1コ蓋音一鼻音一歯（茎）音一唇音

］という事になる．

なんら系統的な調査はしていないが，筆者が上の仮定を立てるより遥か

前に或 nativespeakerヵゞ忍いつくままに敦えてくれた童話の題名一一

ky::inu tf iony::i'牽牛織女', y::iu (wa) nagine'狐と旅人', yっu (wa) 

turumi'狐と霞， hiobu (wa) nolbu'興夫とノルブ', hrnnim tallim 

沿 Hさまとお月さま', t11ok'i (wa)ぬbuk'兎と亀'-一ーは，漢語もあり

長さの問題もあるが，最後の例を除いてすべてこの階層順位に適ってい

る．この叶1の唯一の例外「兎ど亀J(th~k)ぱ借用翻訳であろう．

3. 満洲語文語の転与ぱ Mollendorff(1892)の方式による． ただ， n

は U とした.c, jは破陥音， p,t, k, C と b,d, g, jの対立は有声対無

市ではなく，緊張性対弛緩性と考えられる. k, g, hは， a, o, uの前

でそれぞれ [q',~• h], e, u, iの前でそれぞれ [k',ふxJとされてい

るか，ここで扱う限りそれは母音の閥題てあって，この「より奥の」 k,g, 

h と「より莉IJJi k, g, h こを区別する必要はないようである．満洲語は

特｛こ中国語からの借用翻訳が多くあるようで，注意しなげ礼しばならない．

その彩鰐の最も少ない所として期待されるのは，擬音擬態語的な対語，前

後部成員(i,音的に類似した対語であろう．

以ドの対語のリストは，朝鮮語の例｛ご倣い，まず前後部頭音のみ(J)異な

る対語を挙げ，次に師後部弟 1音節のみの異なる対語を挙げる．従って前

後成員の音節数の等しいものに限られろ．訓後部とも：こ狼立語からなる熟

高は数十例を得たが余り！こ中国語の語順と平行しているのか多く，今回は

省いだ．中国語からの，及び中国語への，借用翻訳は別途研究すべき課題

である．それ故ここに挙げる＇）スト中の飴槃数は朝鮮語より更に少なくな

っている．
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対語の音韻階層（早田）

前後部初頭音のみの異なる例

a fa, a ta, abisaha dabisaha, absi yabsi, acu facu, acun de cacun, 
aibi haibi aku, aimin taimin, ala sala, anggari janggari, ara fara, 

arkan karkan, asaha fasaha <ashan fashan>, ederi tederi, elen telen 

aku, en jen, enderi senderi, enggele senggele akd, erei terei, erken 

terken, eyen seyen aku, gar miyar, gari mari, gersi fersi, guwele 

mele <guwele gala>, giyan fiyan, i ci, kaka faka, kakari fakari, 

kara fara, kata fata, katar fatar, kdwai fai, kdwak cak, kdwang 

cang, lata jata, mohori sohori, ne je, o so, uttu tuttu <ubaingge… 
tubaingge, ubaka tubaka>, umburi cumburi <umbuci cumbuci>, 
waiku daiku, waliyame fuliyame gama-, wangga sangga 

前後部初頭音節のみの異なる例

alha bulha <alga bulha>, arun durun aku, arun furun, baime 

suime, baita sita, bekdun gakdun, bireme hereme, buran taran, casi 
aku ebsi aku, cici goci, ebi habi, ebsi casi akd, ebuhu sabuhd, encu 

facu, engki congki, garu turu, geri fari, heni tani, ine mene, kaltu 

multu, kalu mulu, kesiri masiri, kulin calin, murin tarin, nasacuka 

usacuka, usan fasan, 

さきの朝鮮語と同様に出現度数を図表にし，前後部頭音のみの異なる対

語を含む度数には＊印を付す（表3).
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（表 3)

表3に見るように音韻階層を「炒-w-y-g-k-h-m-b-f-1-n-j-c-s-s-d-t」

のように仮定したが，階層関係はこれほど厳密には視われず， 「母音・滑

脱音一軟口蓋音一唇音ー歯（茎）音」の 4段階の階層が見られる程度であ

る．表の斜線下部に出現する例は 5例約 7%で，日本語の16%,朝鮮語り）

9 %より少ないが，これは資料数が少ない事に起因すると考えられる．

この表に P と rが出ていない． 歴史的にぱ満洲語の P は清朝時代::::

は fになっており，清朝時代の P は中国語など外国語からの借用語や擬

音擬態語に多く出て来る．しかしそれも議頭音を替えない（母音を替え

ろ）対語や畳語には多く出現しながら，語頭音を替える対語1こ使われない

のは興味ある事である.rはいわゆるアルタイ謳では語頭に宣たず，対話

の成分初頭音としても立っていない事が分る．

なお仮定した音韻階層に従わない 5例は次のものである． 『清文槃書］

（乾隆16年ーー1751-—初刻）の訳語を付す．

nasacuka usacuka, 「凄凄切切_I

casi aku ebsi aku, 「英往奨来。」 ebsicasi akuの項には「不能定
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対語の音韻階層（早田）

主意疑惑。典 ebsiaku casi aku同」とある． どちらの順序にも言っ

た対語であろう．

cici goci, 「往後不是往前不是不強不勝厭然退縮之貌。」母音の「狭～

広」 (i~o) か．

bekdun gakdun, 彙書 bekdunの項に「債負之債興 juwenusen同。

典 bekdungakdun同。債多之意」とあり， 同じ< gakdun の項に

「債負。 bekdungakdun同。」とある．母音の「狭～広」(e"'a)か．

bireme hereme, 「全。都。一切。一概」母音の「狭～広」(i""e)か．

biremeの方が heremeより一層完全に副詞的になっていたか．

なお満洲語の擬音擬態語的対語は，上のように語頭子音を替えるものより

も寧ろ母音を替えるものが多い.12 kacar kicir, fiyak [fyak] fik, bukdu 

bakdaの如き，前後同音節数で同音で始まり，母音のみの違う（ただ [q]と

[k]などの違いはある）対語を気付いた限り 193語について，各第 1音節

母音の組合せを調べた所，以下の如くであった．

ー即、 部 後部 度数

a 54 
e a 56 

a 16 

゜
a 18 

u a 35 

t1 a 8 

その他の組合せ 6 

[§[・ 193 

即ち，前部第 1音節の母音が aであれば，後部第 1音節の母音は i'前部

第 1音節の母音が a以外であれば後部第 1音節の母音は aである．それ以

外の組合せの例は僅か 3¾ほどに過ぎない．

4. 前章までに日本語・朝鮮語・満洲語の音韻階層を調べてみた．今各

12 この点，ややタイ語などに似ているようであろ (Haas]942) 
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苫語の分節音を或程度の音類に纏めた度数を表4に示す． 日本語は 10以

上，朝鮮語・満洲語は 3以上の度数を円で囲んだ．

後部頭音

滑母脱音音 ・悛'-"-1コ日 辰r-r:,曰',: 軟口蓋音 I ~ ,,I― 

ヘ
日 月ヽ rlj 

滑母脱音音
2 

⑫ ⑳ | 70 

部 _図,l-_ュ日土こ ⑫ ⑳ I 66 

本
2 "---1 I ⑬ | 頭 辰に1ゴ日エ 6 4 26 

語 音 軟口蓋音 1 3 5 ， 
計 14 42 62 53 171 

後部頭音

朝 前

鮮
k

百〈

立
口

1

ロジ

音

五口
―-＝ロ

滑母脱音音 昴音 軟II蓋音 ―l,渕L-.: せロ： 圧に乏,立El ~j-

滑鳳脱・音音 ＼ ⑦ ④ ⑯ ⑰ 85 

鼻音 ~ ③ ④ ③ 10 

軟日蓋音 2 2 ＼ ⑨ 1 14 

-！"米'I-コEl 2 ④ ＼ ⑧ 17 

辰<=lュ1-3'>.: 1 1 ＼ 2 

〗「 3 12 11 63 39 128 

後部碩音

軟日蓋音 唇音 s1, 迷ic.！ コ日ヱ H 
ヘ

i日几冗』曰

満 月‘L’J 
滑母脱音音

1 
③ ⑩ ⑳ 37 

部 軟口蓋音 I I "----. I ⑮ I ⑦ I 22 

洲l
--9/~ 目、 唇音 I I 2 I "'-- I (4) I 6 

語 音
J困lc.ユ日 1 2 

計 1
3 6 25 36 I 70 

（表4)
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対語の音韻階層（早田）

「母音・滑脱音」をV,「鼻音」をN,「歯（茎）音」を T,「唇音」をP,「

軟口蓋音」を Kで略記して各言語の階層順位を比較すると図 2のように

なる．

より前部 より後部

日本語

朝鮮語

満洲I語

v

v

>

 

T
 

K~NK 

k
 

T~T 

（図 2)

この図に見る通り，いずれの言語に於ても母音・滑脱音は，どの音類と

組んでも前部に立ちやすく，唇子音系統の音（日本語の hを含めて）は後部

しかし歯（茎）子音と軟口蓋子音は言語に

日本語では母音・滑脱音以外のどの音類

に立ちやすい，という事が分る．

よって顕著に違う．歯（茎）音は，

と組んでも前部に立ちやすいのに対し，満洲語ではどの音類と組んでも後

部に立ちやすい．軟口蓋音は，日本語ではどの音類と組んでも後部に立ち

やすいのに反して，満洲語では母音・滑脱音以外のどの音類と組んでも前

部に立ちやすい．朝鮮語は日本語と満洲語の中間の位置を占めている．

表4で見る限り， そこで仮定されている各言語の音韻階層順位には度数

(i)上からは矛盾がない．印ち表4の階層中で，任意の二つの音類 iとjに

ついて iが jより左にある場合， 交点 ijの度数はすべて交点 jiの度数よ

り大である．例えば，日本語の階層順位では，歯（茎）音は唇音より左にあ

り「歯（茎）音～唇音」の度数32は「唇音～歯（茎）音」の度数 4より大であ

る．しかし階層関係が真に厳密に働いているならば， jiの度数（斜線より

下の度数）は零でなければならない． さきに各語につぎ， このような ji

の対語に他の音的要因や意味的要因などが音頗階層以上に強く作用してい

るのではないかと若干の検討を試みたわけであるが，かなり苦しい説明が
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あっただけでなく，全然説明出来ないものもあった．斜線下部の(jiの）

例外語は，考慮に入れる例を多くすれば多くするほど，ということは実際

には擬音擬態語的でない対語を多く数に入れるほど，高率に出て来るよう

である．例外率，日本語約16%(171語中28語），朝鮮語約 9% (128語中12

語），満洲語約 7%(70語中 5語）を見ても分るであろう．このことは，出

現度数の多寡に関係のない，音相互間の優位関係という―-Huberの考え

ていたような一一階層よりも寧ろ，他の音と関係なく前部頭音として立ち

やすい音，後部頭音として立ちやすい音，というその音自体の出現度数に

現われる煩向が， 対語＇全体’としては， 問題になるのではなかろうか．

そこで，この観点からも上に調べた範囲内で検討を試みる．

各音類が前部頭音として立つ度数，後部頭音として立つ度数，及びその

差を示すと次の通りになる．

日本語

V T P K 

前部頭音 70 66 26 9 

後部頭音 14 42 62 53 

差
+ 56 24 

36 44 

朝鮮語

V N KT  P 

85 10 14 17 2 

3 12 11 63 39 

82 3 

2 56 37 

満洲語

V KP  T 

37 22 6 5 

3 6 25 36 

34 16 

19 31 

上の値につ

き，横軸に差

をとり縦軸に

度数をとると

図3のように

なる．

0
 
0
 
0
 

6

4

2

 

゜
8
 

1

9

Jヽ

•
5
l
j

ー

1

月

立

口

.
J
)
 

（

（

 

.
1
1
0
0
"
U
 

?

4

6

8

 
F
 

.’、J

．没,i_

す

-r

日本諮

~ 

（図3-1)
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対語の音韻階層（早田）
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度数を問題にした図 3が，音類相互の優位関係を問題にした図 2と趣の違

うのは当然である．朝鮮語の歯（茎）音(T)と唇音(P)の関係が満洲語と等

しくなり， この二言語がかなり似た感じになっている． どの言語でも母音

・滑脱音は前部に立ちやすく，唇音は後部に立ちやすい．歯（茎）音は，朝

鮮語と満洲語では後部に立ちやすく， 日本語では前部的である．軟口蓋音

は日本語では後部に立ちやすく，満洲語では前部に立ちやすいが，朝鮮語

では前部14後部11でどっちとも言えない．

今，各音類について見たが，個々の分節音についてはどうであろうか．

上と同様の事を次に試みよう．

（日本語）

夏 y

55 14 前部頭音

後部頭音 6
 

8
 

wn  

1 17 

2 

9

4

 

t

2

1

 

r

1

 

d s 

6 11 

3 19 

z
 3

3

 

P h 

2 

6 32 

6
 

bm  k
 4 14 6 

7 17 53 

g

3

 

差

I
 T
 

49 6
 

1 15 15 3
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4 26 3
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（朝鮮語）

芦 h w y kb k,k'm n s,s'tJh tJ, tf'快 t,t'pbp,p' 

前部頭音 73 10 2 3 13 6 2 12 2 3 2 

後部頭音 1 2 2 9 9 3 12 2 23 1 25 3 36 

＋ 72 10 2 1 4 
差

2 3 1 2 21 1 22 3 34 

（満洲語）

Ji wy  gk  hmbf  i n C s s d t 

前部頭音 34 3 8 13 1 1 5 1 2 2 

後部頭音 2 1 2 1 3 7 1 17 4 8 3 7 3 11 

＋ 32 3 6 12 4 1 2 
・ノ汀'c竺

2 6 17 4 6 3 7 3 11 

前と同様，横軸に差をとり縦軸に度数をとって図 4を得る．図では朝鮮語

の p,p'ゃ k,k'などの表記は，それぞれ p,kなどで略記し，また ph,

t凡 tJh,kh は度数が少なく図が繁雑になるので省略した． 同じく日本語

のrとW も省略した．

60 40 20 -20 -40 

前 40
日本語

祁 20

_e- t n ydgzbmps 

後 20

部 40

60 

148 



対語の音韻階層（早田）
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図で見ると朝鮮語の p,p'や満洲語の fが唇音であるにも拘らず歯（茎）音

を越えて後部頭音として第 1位に立っているのは注意される．情鮮語のtf,
tf'の音と t,t'の音が殆ど同じ出かたをしているのも目を惹＜．いずれの

言語に於てもり（母音で始まるもの）とそれ以外の音とは大きな隔りのあ

る事が分ろう．

英語で前部頭音として立ちやすい音は， h, w, r, 母音，のような鳴音

(sonorant)で， 後部頭音として立ちやすい音は， d,b, gのような有声閉

鎖音だという (Huber1974). スペイン語はMorawski(1927)によると「母

音.h -口蓋子音一歯子音一唇子音」というはっぎりした階層があり，そ

の法則は "sirigoureusement observees en espagnol qu'on y trouve 

a peine des exceptions."と言っているが， Abraham(1950)によると例

外もかなりあるようであり，資料を多くとれば出現煩向のようなものにな
るのであろう．このスペイン語の音階層(VKTP)は朝鮮語 Cl叉12参照）

とよく似ている．

図4の横軸上で左右両端に近いものほど特徴が顕著なわけである．すべ

ての言語で母音は最も前部に立ちやすいものであり，その他の特徴で前部

に立ちやすいものは，日本語では t,n, 朝鮮語では h,満洲語では Kであ

149 



る．後部に立ちやすいものは，日本語では k,ついで h,朝鮮語では p,t, 

tf, 満洲語では f,t, sである． 母音が前部頭音として立ち， 子音が後部

頭音として立ちやすいという事は，人間言語の普遍的特徴であろう．しか

しその他の点では個別言語の特徴が視われているようである．満洲語の f

や日本語の hが，歴史的に Pに由来している事を考えると見図 4から見

ても朝鮮語と満洲語は非常によく似たタイプである事を示していると言え

るが，日本語は全く違った型になる．日本語と満洲語で Kとtの位猶が非

常に違うのは興味があるが，いずれの言語に於ても Pや Pに由来する音が

後部に立ちやすい事，また tも前後部いずれかの顕著な位置に立ちやすい

事は (kが朝鮮語で顕著な位置に来ない事と相侯って） Jakobson-Halle 

(1962)の a,p, tを頂点とする音体系の基本三角形を思わせる．

さ苔にも見たように，朝鮮語・満洲語はスペイン語とほぼ同様の出現傾

向順位を持っている．対語全体の前後部頭音に関する限り，この三言語は

anteriorityの階層を持っていると言えるかもしれない． 日本語は，母音

でない場合は coronalである時に前部に来るが， 母音も含めて一つの弁

別素性で記述する事は難しい．英語は嗚音的であるほど前部に立ちやすく

なる．嗚音性(sonority)の階層であろう．

対語成員初頭音の階層は，以上に見て来たように意味とも関連して統計

的に現れる「ゆるい」階層であろうが，幼児の言語音習得順序や人類言語

に普近的な音素目録の存在様態(Jakobson1 962 a他多数）のような普遍文

法に存する階層のみならず，個別言語の文法の中に立てなければならない

もっと厳密な音頷階贋という事も述べられて来ている.Zwicky(l 972)は，

13 しかし， 日本語の裏の擬音擬態語の hはPに遡らない. [hJが言語音でなかっ

た時は息の音に過苔ず， 当然文字に書かれない． 「あ（しヽ ）」‘はい二yes', Iい_j

‘ひ/1.,c.:: 馬の嗚き声'(万槃集2991 の有名な例「馬萎蜂音石花蜘鮒J はイブセクモー一—

わそらく [i111buferurno]一ーと読ませてし、る） • sに由来すろ hもあろ．例えば感

動詞の［はて］は， Iきて」の [s]が弱化して [h]になったものであろう． 「

さてさて」 「はてさて」 「さてはて」 「はてはて」すべての組合せが歴史的にはあ

ろ．
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対語の音韻階層（早田）

発話速度を速めた場合の分節音の脱落から英語について「母音—滑脱音—r-
1-n-m-I)—摩擦音ー閉鎖音」の音韻階層を仮定している. Hankamer-Aissen 

(1974)によるとパーリ語やハンガリー語には隣接した分節音の同化に際し

てかなり厳密な鳴音性階層があるという．山ち，パーリ語では（我々の方

向に並べれば）「r-y-v-1-鼻音ーS—閉鎖音」，ハンガリー語では，ほぼ「1-r

y—鼻音—摩擦音—閉鎖音」の階層があるという．対語中に見られる音韻階層

と，文法の中に働いている音韻階層とがどういう関係にあるか，なお調べ

なければならない課題である．

今，音相互間の相対的優位関係という階圏の仮説は強すぎるとして，他

の音と無関係の，個々の音自体の出現傾向の階層へと一歩後退したのでは

あるが，最小対立をなす前後成員に前者の意味での階層性が認められ，最

小対立から離れるに従ってその階層性が弱まって来るという事自体が，ま

た一つの階層性にほかならない．

今回の調査にあっては，資料が質量ともに不十分で全くの試みの域を脱

しなかったばかりでなく，多くの誤りを犯している所もあろうかと思われ

る．いずれ根本的なやり直しが必要になる事であろう．

博雅君子多方恵教を麓うのみ．
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